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平成２８年度第１回磐田市旧見付学校協議会報告 

 

日 時 平成２８年７月２９日（金）午後１時３０分～３時 

会 場 埋蔵文化財センター 研修室 

出席者 廣田委員、兼子委員、伊藤委員、高橋委員、清水委員、鈴木委員 

    村松教育長、秋野教育部長、高梨課長、村松課長補佐、高畑副主任、平野嘱託 

 

１ 辞令書交付（新委員のみ） 

２ 教育長あいさつ 

３ 会長あいさつ 

４ 議  事 

（1）平成２７年度事業報告について 

  事務局より説明 

   入館者数、合併 10 周年＆校舎落成 140 周年記念特別企画展、昔の授業体験、昔の遊び体験、 

勉強会「旧見付学校を知ろう」、消防訓練、旧見付学校ボランティア、その他（主な修繕、 

旧見付学校だより、「ガリ版体験コーナー」設置）について 

 

（質疑） 

（委 員）ボランティアが１６名いて、高齢化という話もあったが、日常的にはどのような関わり方をして 

いるのか。 

（事務局）ある程度来館者数を予想しながら、こちらでローテーションを組み、平均月２回くらい施設案内を 

 お願いしています。郷土館から旧見付学校になった後に、このような組織ができ、その当時から入っている 

方々なので、年齢が上がってきています。どこの社会もそうかもしれませんが、ある程度組織ができている 

中に、新規で入るというのはなかなか難しい面があります。 

（委 員）入館者数について、年間２万くらいが限度と感じているのか、それとももっといろんな手を打っ 

て入館者数を増やそうという考えを持っているのか。駐車場の問題もあるし、今後の課題としてどのような 

方向でいくのか伺いたい。 

（事務局）２万人を下回らない程度、今の入館者数＋アルファということで推移できればと思っています。 

あとは中身をどのように充実させていけばいいかということが大きな課題になるかと思います。 

（事務局）多くの来館者に来ていただいたほうがありがたいのは当然です。ただ、現状のままで２万人くる 

かということもあります。平野嘱託が館内の展示方法もいろいろ工夫しております。常設・特設展示で、趣 

向を凝らしながら、人を増やしていきたいと思っています。駐車場の問題については、現在、北幼稚園の移 

転問題で、跡地を駐車場にという話も出ています。そうなれば、現在の観光駐車場よりは使いやすくなるの 

で、少し改善されるのではないかと思います。 

（委 員）旧見付学校の耐震補強はどうなのか。 

（事務局）今年度、旧見付学校の消防施設の改修を行いますが、その関係で文化庁と協議をした際に、今後、 

 このような史跡や古い建造物も耐震補強が必要であるという話でした。今年度、学校の傷み具合を調べる調 

査も予算化しています。まずはどのあたりが傷んでいるのかを調べ、国の方と協議をしながら、耐震補強も 
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含め、この建物を長く残していくということを考えていきたいと思っています。 

（委 員）ＮＨＫで井伊直虎のドラマが始まる関係で、ツアーの中に組み込まれて、来館者が一気に増える 

可能性もあります。耐震の話もありましたが、大勢の方が入館されている最中に何かあった場合の対応や対 

策を考えた方がいいと思うがどうか。 

（事務局）バスで来館される団体は、シーズンにもよりますが、平均すると１か月に１０台くらいです。旅行 

 会社へは、確保できる駐車場は１台という話をしています。無理な場合は、他へまわってもらったり、赤松 

 家記念館の駐車場へとめてもらうなどの対応をしています。塔之壇テニスコートの閉鎖により、旧見付学校 

 へ来館された方以外の駐車がほとんどなくなり、駐車場の確保がしやすくなりました。昨年は季節的に困っ 

 たときもありました。また、ツアーで午前中にくる団体客は説明を聞いてくれますが、だいたい３時頃来る 

 団体客は、あまり説明も聞かず、また飲酒されている方もいたり、館内の階段は急で足元が危ないので、そ 

 のような弊害もあります。 

 

（2）平成２８年度事業計画について 

  事務局より説明 

   企画展「磐田の中等教育」、昔の授業体験、勉強会「旧見付学校を知ろう」、旧見付学校ボラ 

   ンティア、その他（消防訓練）について 

 

（質疑） 

（委 員）久しぶりに磐田文庫を見学したら、展示内容が変わっていて新鮮だった。まだ倉庫等にしまわれ 

てるものがあれば、変えて展示してもらえたら、久しぶりに来館された方も喜ばれるのではなかと思う。ま 

た、その際、ボランティアの話を聞きながら見学したので、初めて知ることもあった。磐田文庫にボタンを 

押すと音声案内が聞けるようなものがあれば、一人で展示を見るよりも親しみを感じるのではないかと思っ 

た。それから、昔は磐田文庫は２階にのぼれたが、今は耐震上、危ないということか。 

（事務局）磐田文庫の２階には何もなく、階段に手すりもつけられないため危険なので、１階だけの展示にし 

 ています。展示内容については、工事の様子のみだったので、遠州国学にちなんだ内容に変えました。磐田 

 文庫は少し離れているので、予算の関係もありますが、音声案内ができるようなものということで、アイデ 

 アの１つとしていただいておきます。 

（委 員）雨漏りの現状はどうか。 

（事務局）雨がひどいと、３階の一部で時々雨漏りはありますが、窓枠からの吹き込みはなくなりましたので 

 助かっております。 

（委 員）企画展「磐田の中等教育」を見たが、前回の「磐田の小学校」に比べると写真が少ない。特に磐 

田西校についてもう少し知りたかった。 

（事務局）高校の場合は、小学校などと違って、昔の写真等は同窓会が管理しています。取材対応してくれる 

 のも高校によって違って、事務所だったり、同窓会担当者と副教頭だったりと、高校は組織が違うなと感じ 

 ました。本当に資料が少ないのが西高でして、結構多かったのが南高と農高でした。 

（委 員）旧見付学校の歴史だけでなく、磐周教育という点で、教員たちが勉強できるようなものも魅力の 

１つになるのかなと思う。また、子どもたちが平和を学べるといった観点の企画を発信していただけると、 

磐田北小でも接点ができてありがたい。 
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（事務局）来年度は新制中学が７０周年なので、そちらを取り上げる予定です。それ以降についてはまだ未定 

 ですので、今のご意見を参考にさせていただきます。 

 

５ その他 

事務局説明 

旧見付学校消防設備改修工事について 

 

以上、15：00 終了 

 


